
市
で
は
、
国
民
年
金
制
度
改
正

前
に
２０
歳
に
達
し
て
い
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど

を
受
給
で
き
な
い
重
度
障
害
の
あ

る
外
国
籍
市
民
に
対
し
、
外
国
籍

市
民
重
度
障
害
者
特
別
給
付
金（
特

別
給
付
金
）を
支
給
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
平
成
１８
年
４

月
か
ら
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
働

か
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、

６５
歳
以
上
の
方
で
障
害
基
礎
年
金

と
老
齢
ま
た
は
遺
族
厚
生
年
金
を

併
せ
て
受
給
で
き
る
よ
う
に
改
正

し
て
い
ま
す
。
そ
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
本
市
に
お
い
て
も
今
年
４
月

か
ら
、
特
別
給
付
金
と
厚
生
年
金

を
併
せ
て
受
給
で
き
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

対
象
者

京
都
市
に
居
住
地
登
録

し
て
い
る
方
、
も
し
く
は
住
民
登

録
し
て
い
る
外
国
籍
市
民
ま
た
は

外
国
籍
市
民
で
あ
っ
た
方
の
う
ち
、

次
の
ア
、
イ
、
ウ
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
重
度
障
害
の
あ
る
方

ア

基
準
日
（
昭
和
５７
年
１
月
１

日
）前
に
満
２０
歳
に
達
し
て
お
り
、

基
準
日
に
日
本
国
内
で
居
住
地
登

録
を
し
て
い
た
方

イ

基
準
日
前
に
重
度
障
害
者
で

あ
っ
た
方
、
ま
た
は
、
後
に
重
度

障
害
者
と
な
っ
た
方
で
そ
の
障
害

の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
の
初
診
日

が
基
準
日
前
の
方

ウ

障
害
基
礎
年
金
な
ど
（
障
害

厚
生
年
金
を
除
く
）を
受
け
て
い
な

い
方

申
請
期
間

９
月
３０
日（
水
）ま
で

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�

支
援
課
身
体
・
知
的
障
害
担

当
（
�
３７１
・
７
２
１
７
）
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不
整
脈
の
正
確
な
診
断
に
は
、

そ
の
発
生
し
た
時
の
心
電
図
の
記

録
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
病

院
を
受
診
さ
れ
た
時
に
は
症
状
も

な
く
、
心
電
図
を
記
録
し
て
も
特

別
な
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
解
決
す
る
方
法
と
し

て
、
患
者
さ
ん
自
身
に
よ
る
「
不

整
脈
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
」
が
あ
り

ま
す
。

ヒ
ト
の
心
臓
は
１
分
間
に
６０
〜

１００
回
（
安
静
時
）
の
回
数
で
、
時

計
の
秒
針
の
よ
う
に
規
則
的
な
収

縮
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
異

常
に
早
か
っ
た
り
遅
か
っ
た
り
、

時
に
不
規
則
と
な
り
、
こ
の
乱
れ

が
、
心
臓
か
ら
の
血
液
の
拍
出
の

異
常
と
し
て
、
手
首
、
ひ
じ
、
首

な
ど
の
動
脈
の
拍
動
に
現
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
拍
動
を
正
確

に
測
定
で
き
れ
ば
、
不
整
脈
の
自

己
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

最
も
簡
便
な
方
法
は
、
手
首
の

動
脈
で
行
い
ま
す
。
右
手
の
手
の

ひ
ら
を
上
に

し
て
、
左
手

の
人
差
し

指
、
中
指
、

薬
指
の
三
本

で
右
手
首
の

親
指
側
を
上
か
ら
押
さ
え
ま
す
。

「
ド
ク
ド
ク
」
と
規
則
的
な
拍
動

を
指
先
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
自
動
血
圧
計
の
中
に

は
脈
拍
を
ラ
ン
プ
の
点
滅
で
知
ら

せ
て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

注
意
し
て
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
際
、
腕
時
計
の
秒
針
を
参
考

に
す
れ
ば
不
整
脈
の
発
見
が
容
易

と
な
り
ま
す
。
最
近
は
ご
自
分
で

簡
単
に
使
用
で
き
る
小
型
心
電
図

モ
ニ
タ
ー
装
置
が
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
症
状
を
自
覚
し
た
際
に
、

こ
の
機
器
の
一
端
を
直
接
左
胸
に

密
着
さ
せ
る
だ
け
で
、
１０
秒
前
後

の
心
電
図
が
自
動
的
に
記
録
・
保

存
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
記

録
を
、
医
療
機
関
で
の
診
察
時
に

主
治
医
に
お
見
せ
く
だ
さ
い
。
不

整
脈
の
中
に
は
、
自
律
神
経
の
緊

張
や
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
影
響

を
強
く
受
け
る
場
合
も
あ
り
、
必

ず
し
も
心
臓
病
ば
か
り
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
ド
キ
ド
キ
を
感
じ
た

ら
、
冷
静
に
状
況
を
把
握
し
、
再

現
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
診
断
を
確

定
す
る
こ
と
、
そ
の
上
で
治
療
が

必
要
か
を
主
治
医
と
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

京
都
市
立
病
院
副
院
長

循
環
器
内
科

古
川
啓
三

不整脈の�
自己チェック�
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日
時

８
月
中
旬
〜
９
月
下
旬（
申

込
者
に
は
、
後
日
検
診
日
時
を
郵

送
に
て
通
知
）

場
所

下
京
保
健
所
（
検
診
車
）

対
象

昭
和
５４
年
以
前
に
生
ま
れ
、

か
つ
今
年
の
誕
生
日
で
偶
数
年
齢

に
な
る
方
。
た
だ
し
、
昨
年
に
受

診
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
昭
和

５３
年
以
前
生
ま
れ
の
奇
数
年
齢
の

方
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

内
容

診
察
、乳
房
Ｘ
線
撮
影（
３０

歳
代
の
方
は
、
超
音
波
撮
影
）

費
用

１
３
０
０
円

申
込
み

保
健
所
ニ
ュ
ー
ス
と
同

時
に
配
布
し
て
い
る
専
用
は
が
き
、

ま
た
は
通
常
の
は
が
き
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
過
去
の
乳
が
ん
検
診

受
診
の
有
無
を
記
入
し
て
郵
送

あ
て
先

〒
６０４
―

８
４
９
１
中
京

区
丸
太
町
通
御
前
東
入
京
都
が
ん

協
会
乳
が
ん
検
診
係

平
成
２１
年
度
の
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）

医
療
保
険
料
額
が
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
今
月
中
旬
に
保
険
料
の
お
知
ら

せ
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
す
る
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ア

４
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
）
さ
れ
て
い
る
方

平
成
２１
年
度
の
正
式
な
保
険
料
額
と
、

１０
月
以
降
の
偶
数
月
に
特
別
徴
収
す
る
保

険
料
額
。

イ

７
月
以
降
に
保
険
料
を
納
付
い
た
だ

く
方
（
ア
以
外
の
方
）

平
成
２１
年
度
の
保
険
料
額
と
、
７
月
以

降
の
保
険
料
の
納
付
方
法
（
７
月
〜
来
年

３
月
が
、
納
付
書
で
の
納
付
や
口
座
振
替

に
よ
る
普
通
徴
収
に
な
る
場
合
と
、
７
月

〜
９
月
は
普
通
徴
収
で
１０
月
以
降
は
偶
数

月
に
特
別
徴
収
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
は
、

金
融
機
関
に
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
の

う
え
、
保
険
年
金
課
へ
特
別
徴
収
停
止
の

申
し
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

お
送
り
し
ま
す

京
都
市
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
７０
〜
７４
歳
（
昭
和
９
年
８
月

２
日
〜
昭
和
１４
年
７
月
１
日
生
ま
れ
）
の

方
が
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
は
、
７
月

３１
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
８
月

１
日
以
降
に
ご
使
用
い
た
だ
く
新
し
い
受

給
者
証
を
７
月
中
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内

容
に
誤
り
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
古
い
受
給
者
証
は
、
細
か
く
刻
ん

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

負
担
割
合
が
３
割
の
方
は
、

負
担
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

負
担
割
合
が
３
割
の
方
で
、
世
帯
の
収

入
が
次
の
�
ま
た
は
�
に
当
て
は
ま
る
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
割
合
が
１
割
に

な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、
申

請
の
翌
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

�
世
帯
の
７０
〜
７４
歳
の
国
保
加
入
者
の
収

入
の
合
計
額
が
５２０
万
円
未
満
（
本
人
の
み

の
場
合
は
３８３
万
円
未
満
）

�
世
帯
に
７０
〜
７４
歳
の
国
保
加
入
者
が
本

人
の
み
で
、
か
つ
国
保
か
ら
長
寿
（
後
期

高
齢
者
）医
療
に
移
っ
た
方
が
い
る
場
合
、

本
人
と
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
に
移

っ
た
方
の
収
入
の
合
計
額
が
５２０
万
円
未
満

第４１回下京区民
壮年ソフトボール大会

優 勝 七条第三
体育振興会

準優勝 七条体育振興会
三 位 安寧体育振興会

醒泉体育振興会

第５５回下京区民
ソフトボール大会

優 勝 光徳体育振興会
準優勝 淳風体育振興会
三 位 豊園体育振興会

七条第三
体育振興会

下京区誕生１３０周年
下京区民グラウンドゴルフ大会

優 勝 大内体育振興会
準優勝 光徳体育振興会
三 位 七条体育振興会
四 位 植柳体育振興会
五 位 七条第三

体育振興会

平
成
２１
年
度
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療

保
険
料
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す

高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

乳がん検診を実施

あなたと大切な家族のために早期発見を

長長長長長長長長長長長長長長長長
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度
・・・・・・・・・・・・・・・・
国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせ
�

保
険
年
金
課
資
格
担
当

（
�
３７１
・
７
２
５
２
）

外
国
籍
市
民
重
度
障
害
者

特
別
給
付
金
の
支
給
要
件
を
改
正

締
切
り

８
月
３
日
（
月
）
必
着

�

健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保

健
・
医
療
担
当
（
�
３７１
・
７
２
９

２
）、
京
都
が
ん
協
会（
�
８１１
・
９

１
３
５
）

がんは、早期に発見し、早期に治療す
ることが重要です。乳がん検診は、２年
に１度受診できます。あなたと大切な家
族のために、ぜひ受診しましょう。
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夏
の
交
通
事
故
防
止
市
民
運
動

７
月
２１
日
〜
８
月
２０
日

ゆ
ず
り
合
う

笑
顔
さ
わ
や
か

京
の
夏

下京区体育振興会連合会主催 各種スポーツ大会結果

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１６３号 平成２１年７月１５日


